
















　　　メディア姫の攻撃







　歴史で一言、残念と書かれるような人物はそう多くはない。ルース王国の第一王女、メディア・レコ・マリスはその一人であった。その実、無能とは言えない極々普通、年齢相応の少女だったのだが、彼女の場合出来の良い妹と、出来が良すぎる義理の兄であるマクアディが居たため、評価が残念な事になってしまった。

　そんな彼女は、リアン国の姫将軍こと、エメラルド・リアン・リアンガが大嫌いだった。

　毎年書くことが増える関係でなるべく簡潔に書くことを是とする歴史書でわざわざ大嫌いと書かれるくらいだから想像を絶するような嫌い方である。

　マクアディとエメラルド姫が仲が良いのが、どうにも我慢できなかったらしい。

　ルース国史ではこのことは好意的に解釈されており、裏切りの国であるリアン国の王女を亡国の王女が憎むのは仕方ないとしている。一方リアン国の歴史では、エメラルド姫の前に立ちはだかる三流の恋敵としてメディア姫は描かれているのがもっぱらであった。なお、一流というか最大の敵はマクアディその人であり、彼の鈍さは呪いを受けたため、と言われている。

　話を戻す。そんな扱われ方のメディア姫が、どうやってエメラルド姫に敵対したかは、実の処どの歴史書にも書いていない。証拠らしいものもないことから、実際には嫌っていなかったのではないか、という説もあるほどである。

　些事というと語弊があるが、歴史の流れへの影響が少なそうな、このあたりの事になると歴史研究者もほとんど研究しておらず、主としてメディア姫の研究は歴史恋愛小説家と在野の趣味的研究者によってなされた。

　彼らは一〇〇年単位でがんばって、メディア姫の行動を丹念にひもとくことに成功する。

　その実体は大変可愛らしいもので、エメラルド姫の前でマクアディの手を握ろうとして失敗、抱きつこうとして失敗（そもそも実行にも移れなかったらしい）、料理を作ろうとして火災騒ぎと、基本的にはマクアディの周辺をうろうろする程度のものだったらしい。残念王女の面目躍如である。これを残念と言わずしてなんと言おう。

　もっとも、これら全ては引っ込み思案の一〇台前半の少女ならどれもやりそうなことである（火災はさておく）。

　結局のところ、冒頭にあるとおりメディア姫は極々普通、年齢相応だったのである。それが残念と言われるところに、当時のルース王国の苦境が透けてみえる。

　なお、余談になるが、この程度の行動であるがエメラルド姫には十分な刺激というか攻撃だったらしく、そちらはそちらで、随分と可愛らしいものであったという。
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